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契 約 変 更 年 月 日 令和6年9月30日

契 約 業 者 名 日本工営（株）　東京支店

契 約 業 者 の 住 所 東京都千代田区麹町五丁目4番地

業 務 の 名 称 Ｒ５中部横断道（富沢六郷）水文調査検討業務

業 務 場 所 自）山梨県南巨摩郡南部町　至）山梨県西八代郡市川三郷町

業 種 区 分 地質調査業務

業 務 概 要

履 行 期 間 （ 自 ） 令和5年4月1日

履 行 期 間 （ 至 ） 令和6年9月30日

変 更 前 の 契 約 金 額 34,650,000（税込み）

変 更 金 額 ＋396,000（税込み）

変 更 後 の 契 約 金 額 35,046,000（税込み）

変 更 理 由

（第１回、最終）契約変更の内容

（変更した内容について記述
する）    本業務は、過年度業務で抽出した範囲を対象に、沢水・湧水等

の流量測定、地下水位の計測等の水文観測を行い、道路建設に
よる周辺水環境への影響評価や必要に応じて対策を検討する。

１． 地下水調査
現地調査の結果、帯金地区において当該箇所のモニタリングの
終了、鴨狩津向地区に
流量計測の観測頻度を減らしたため、地下水調査を数量精査
（減）する。
２．水質分析
本郷地区管理型盛土において、周辺農業用水への環境影響を
判断するため、農業用水
の水質分析を追加する。
現地調査の結果、下山地区および粟倉地区において、水質分析
を行う上で十分な流量
が確保できなかったことから、水質分析を数量精査（減）する。
３．解析等調査
下山地区において、浸出水の処理方法について検討するため、
下山仮置き盛土におけ
る浸出水の自然放流に関する検討を追加する。
４.工期
工期は元設計通りとする。


